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研究の背景

•日常生活には，図形の移動による
構成のデザインが多い．

•「図形の移動」の小単元では，
思考力，判断力，表現力等の育成を
意図した実践研究，学習活動は…？？？

•小石沢（2022）
図形の移動を活用して模様を創作する実践．
［展開］既存の帯模様を分類→手がきで帯模様を創作

•この創作に，ICTを使ってみてはどうか．
→生徒が図をかく作業が軽減！？
→作品の完成度が上がる！？
→モチベーションが高まる！？
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小石沢勝之(2022). 中1での図形指導の改善移動に基づいた模様の分類と創作.日本数学教育学会第104回大会発表要旨集.p.236



研究の目的・方法

•目的
ICTを用いた創作による図形の移動を活用する
学習活動について，指導への示唆を得ること

•方法
授業を構想・実施
授業の映像・画像，生徒の作品，事後アンケートから
生徒の意識や思考等を捉える．
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図形の移動の学習指導

中学校学習指導要領解説数学編

•既存の模様を図形の移動の「眼」でみるに留まる．
図形の移動を活用した問題解決の例は，無し．
（指導する教師の主体性を促すため…？）

•小6：一つの図形についての対称性
中1：二つの図形間の関係として対称性 を考察する．
「二つの図形のうち一方を移動して他方に重ねる方法を
見いだしたり，一つの図形を移動する前と後で比較したりして
図形の性質や関係を捉える」（文部科学省，2018a p.76）

✓移動前の図形と移動後の図形に生徒が積極的に関わり，
考察し表現する学習活動を！
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図形の移動の学習指導

• CS「社会に開かれた教育課程」の実現

•帯模様の創作にICTを活用すれば…

① 試行錯誤してかく作業負担が軽減，効率化（？）

②創作した帯模様の出来栄えアップ（？）

③ 移動の距離や回転角の大きさ等の表示ツールで理解進化（？）

✓シール用紙に印刷して，
「マスキングテープ」を
作ってみよう！
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授業の実際

•令和3年11月下旬

•都内の国立大学附属中学校第1学年4学級105名を対象

•「図形の移動」小単元の学習後に約2時間扱い

•授業者は筆者

•対象生徒は，Chromebookを同年度4月から一人1台ずつ活用
Googleスライドは総合的な学習の時間などで複数回使用経験
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ワークシート （Googleスライド）
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同じテープを2枚．
［作り方］欄に移動の説明を書く．
［工夫したこと，新発見や再発見］欄も．



用いるオブジェクト ①アプリ内の「図形」
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「挿入」→「図形」→…



用いるオブジェクト ②イラスト（事前に準備）
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「いらすとや」などから．

赤い帯は色変えして作品
の背景として最後に．



操作の仕方を説明
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× 活動中に他の生徒の活動の様子が見られないまま孤立しないように．
× 生徒が他者のスライドを誤って編集・削除しないように．

→ 4人程度の少人数のグループで1つのファイルを共有（協働編集）
4枚目以降のスライドを1人が1枚ずつ創作することにした．



操作の仕方を説明
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○ 画面上でオブジェクトを回転させる際，回転角の大きさを表示．
○ オブジェクトを複製して位置を変更する際，元のオブジェクトとの

上下左右のずれの具合が点線で表示される．
好都合！！



授業の実際 ①創作の趣旨や内容，方法を理解する場面

•矢柄(やがら)，麻の葉，芝翫縞(しかんじま)といった和柄等の
帯模様などが図形の移動によってできていることについて，
PowerPointのスライドを見せ，生徒とやりとりをしながら
筆者が15分程説明．

12



授業の実際 ② 帯模様を創作する場面

•どの生徒も，よく悩みながらも，楽しんで取り組む様子がみられた．
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•第3時の最初10分間で，スライドをスクリーンに大きく投影して鑑賞
した．各自の個性や工夫を味わいつつ，作品を図形の移動で捉え直す
時間となった．

授業の実際 ③全員の作品を鑑賞する場面



生徒の作品（主にアプリ内の「図形」を使用）

大小の「三日月」の図形を使用

３種類の移動で構成．

回転の中心は花の中央の●．

平行移動が説明しにくそう．
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対称性のないイラストも加える．

「対称移動を意識できなかっ
た」が，対象移動で捉え直して
いる．



生徒の作品の例（主にイラストを使用）
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回転移動を駆使．季節モノの作品．

多様に試行錯誤して創作する過程
で，移動前後の図形を比較したり
1つのまとまりとしてみたりして，
図形の性質や関係を捉えている．

ユーモアと独自性．
対称移動と回転移動を活用し，回
転角を45°，135°，225°，
315°と見通しをもって意図的に
変えたり，調和をとるためにオブ
ジェクト間の間隔にこだわった．



事後アンケート
• 第3時の鑑賞の後に，Googleフォームで
生徒が回答（n=101）

17

Q1 使ったもので多いオブジェクトは？
アプリ内の「図形」36.6％ イラスト48.5％ 同じくらい14.9％

Q2 使った移動は？（複数回答可）
平行移動75.2％ 回転移動57.4％ 対称移動68.3％

Q3 移動を意識できたか？（4件法）
できた45.5% まあまあできた51.5% （肯定 計97.0％）

Q4 楽しかったか？（4件法）
楽しかった85.1% まあまあ楽かった11.9％ （肯定 計97.0％)

Q5 また取り組みたいか？（4件法）
取り組みたい86.1% まあまあ取り組みたい9.9%（肯定 計96.0%）

Q6 何をどう移動したか説明したいと思ったか？（4件法）
思った50.5% 少しは思った36.6％ （肯定 計87.1%）

Q7 この活動はPCと手がきのどちらが相応しいか？（自由記述）
PC 79.2%（メリット：正確・イメージしやすい・書き消ししやすい

・回転角・合同な図形・楽・すぐ見られる・紛失しない）
手がき13.9%（メリット：自由度，覚えやすい・作図能力・温かみ

・達成感）

否定の生徒の理由

• 何をどのように移動させ
ているのか分かりづら
かったから

• 見ればわかるから．
• 「作品」として見てもら
いたいから（「ここにこ
のような移動がつかわれ
ているのか」と作品を見
ている中で気付いてほし
いから）．

• 教科書やテキストよりも
多くの図形を使っている
ので，説明が複雑になる
から．

回転移動があまり使われ
ない．（難しいから？）

「端末に手がき」もアリ！



活動全体の感想（例）

図形よりイラストのほうが多くなってし
まったので図形を入れた場合よりは移動
を考えられなかったと思いましたが，結
晶の対称的な形をいかして制作できたと
思います．今回のマスキングテープの授
業はより移動について深められ，良かっ
たです！
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図形の移動について考えながらデ
ザインについても考えることがで
きて楽しかったです．私は特に対
称移動を意識しながら作りました．
他の人のを見ても，色々な移動を
している様々な作品があったので
面白かったです．

苦労した作品だったので自分の作ったものが手元にきて嬉しかったし，
改善したい点もたくさんありますが，マスキングテープ作りは楽し
かったなと思います．あまりたくさんの種類のイラストを使わなくて
も図形の移動を利用すれば，一見複雑に見える図形になって驚いた．
手書きでもマスキングテープを作ってみたいと思った．



研究の成果

① 生徒一人一人の関心や個性を生かし，アプリの「図形」やイラスト
を使って自由に帯模様を創作してマスキングテープのデザインを考
える活動「Myマスキングテープを作ろう」は，ICTを用いた創作
による図形の移動を活用する学習活動の1つとして有効である．

② 本実践「Myマスキングテープを作ろう」では，3種類の図形の移
動のうち，回転移動が最も活用されない．
Googleスライドは回転角の大きさなどが把握しやすいツールの1つ
である．

③ ICTを用いた創作による図形の移動を活用する学習活動において，
主にイラストを用いた作品，主にアプリの「図形」を用いた作品と
では，それぞれに数学科の学びとしてのよさがある．それぞれのよ
さを生徒が実感できるように，創作後に互いの作品を鑑賞する場面
は不可欠といえる．
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研究の成果

③ ICTを用いた創作による図形の移動を活用する学習活動において，
創作の方法は次の3つなどが考えられる．

ア．既存のオブジェクトを端末上で操作する．

イ．新規のオブジェクトを紙に手がきする．

ウ．新規のオブジェクトを端末上で手がきする．

これらの方法のうち，生徒が自分で選択できるようにするのが望ましいと考え
る．
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今後の課題

① 図形の移動を活用して帯模様を創作する学習活動に，

ア．既存のオブジェクトを端末上で操作する．

イ．新規のオブジェクトを紙に手がきする．

ウ．新規のオブジェクトを端末上で手がきする．

の方法を生徒が選択して取り組ませる際，図形の移動についての生徒の
だ認識や活動の過程，情意面の変容などに傾向の差異があるかどうかを
だ分析すること．

② 図形の移動を活用して帯模様を創作する学習活動数学科の範疇を越える
要素も多い．そのため，実施に当たっては美術科や総合的な学習の時間
と連携したカリキュラム・マネジメントについて検討して実践すること．
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